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齢東亜天丈’熱論観測部月報

流星課月例報告　：Report，　Meteor　Section（働

　　　　　　課長　小三孝二郎　（K・1〈Otnaki）

　月明の影響と天氣悪で，中旬の翻則は少かったが，縛禮的に見れば山詞の爲め槻測

者の態度は大いに急氣込んでみる様子である・本年の9刀及10刀の槻測は例年のもの

よりも多い．特に北海道の下保氏，同軸の佐野氏，池田の笹部氏等の活躍は目畳まし

かった．

　我が流星課としての大なる損失は，何と）・つても鏡眼巾村要氏の急死である・課の

先輩として叉指導者として蓋力された黙は多いが，特に微光曲目槻測の開拓者であっ

た事は永久に記念さるべきである・他面，氏は濁特の立場から可成リ多くの流星寓眞

を撮影せられてるることを特記したい・これは未だ凝議されてみない事：であるが，氏

が天膿湖測に着手されて以來今まで1（七八個のものを得られてみる様である，一昨年

（1931年）の夏であったと思ふ．私に向って，L流星窺眞が10個1（：及んだらまとめて狡

表しやう「と述べられた・これにVtJて氏が流星窩眞にも關心をもたれてみる事，更に

可成りの成功を版められてるた事がわかる．以上の結築は不日，他の貴重なる諸研究

とともに公表さるNものと信ずる．

　微光流星の方面では幸に1930年以栃麺観測者があらはわて，以後）・つれも経験をつ

まれてるるが，現左ではやNさびしい槻がある．盤見氏及び佐野氏を有つ事は大いに

意を強くするものであるが，猫更に多籔の新拠測者が出來て，中付氏なきあとのこの

部門に一層の餐展を希ふものである，

　九州の阪元氏は1928年頃よりの流星課鼓であって，常に老練なる技術により正確精

細な槻測をされてみることは周知のことである．最近，氏は探照燈用の大反射鏡の集

光力を利用し，流星の散齪光のスペクトルを1観測する装置を研究されてるられる．そ

の成功を望んでPまぬものである．

Io月30　H　re，小郡の山田邸ご長府の淺野氏を訪れて，溺貝［1誤差研究の爲め同時観測

を企てられたのは興味深いことと思ふ・45分間の槻測より爾氏は共題の流星3個を求



　　　　　　　　　　　　　東亜天交協會潮測部月報　　　　　　　　　　　ユ05

められたが，誤差は梅めて少かった．これは爾氏の槻測が甚だ熟達せることを示すも

のであって，愉決に填へぬものである．下にその3流星の親測を記すこととする．（他

の2個は淺野氏のみ襯測）
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観測の概略　（Daily　9・　ummary　of　Observatlons）
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　　　　　　　流星群の出現沖津（Notes・n　Appariti・ns・f　Swarm・）

　（1）九月上旬に凸現した羊座流星群（β一Aried　in　Sept．）

　下保氏は，九月七日及八Bの観測に羊座β附近に輻身雪占を有する一流星群を槻測さ

れた・この流星群は，さかのぼって二日夜に花llf天交塁に於てflf本會長が認められた

流星群と同一のものと思はれる・山本會’長の観測によdしば一時間の4均出現藪は20個

以上，光等は一2等より3／4等まで位，蓮度は速く，色は赤褐色のもの多く，一般に短

小なる痕を幽し，ヰンネケ彗星と同性質をもつてみた由である．（花山天丈豪急報6號

及7號参照）

　なほこの時期に下保氏は，セフエウスδ附近及アンドロメダY附近に輻射i貼を有す

る流星群の活動を認められた．

　（2）聴見氏観測の白鳥座流星群　（π一Cyg．　nid　ol）served　bアJ〈・・9hiomi）

　盤角帽は九月十七日よリニ十一日に至る期間、四回に亘って白座面Z流星群の観測

を行はれた・圭として微光流星よりなる流星群であるが，この鰻績襯測によって明ら

かに輻射黒占の移動を認められた・

　（ot））九刀迷3り＋旦よ旬に亘る魚座流星群　（v－Pi・cid）

　長府の淺野氏は九，月三＋日夜一時間牛の親測から魚座附近に輻射黒占を有する一流星

群を槻測をされたが，十刀の一日及二日夜はこの流星群が鳥取縣の本田氏に依って槻

測された，一時間の出現鍛は三個内外のもので，あまり著しいものではなかった．

　（4）十刀下旬のオリオン餅屋群　（Orionid　in　tlユe　last　decade，　October）

　池田の牲直射及北海道の下保氏に．よって親測が行はれてるるが，著しい出現は認め

られてみない・或ひは例年以下であったかも知れな）・・23H頃から27日頃まで見られ

てるる．

　（5）佐野氏応酬の十月暫1Lb旬の獅子座巳流JJ．ge　（ε一Leonid　in　Octol〕er）

　佐野氏は十刀の十一日及十三日に獅子座の附近に輻射黙を有する一流星群を見られ

てるるが，生として微光流星より成るものである・時日の關係から推してTen）pel彗

星に關面するものでは無からう・

　（6）一秘記下旬の蟹座β流県群　（β一Cancrid　in　October）

　下保氏は訓諭二十六日より三十日の間に四回に亘って，蟹座β附近に輻射黙を有す

る一流星群を親測されてるる．極大は二十八Elである．同夜は下保氏の友人小田島氏

も槻測されてるる．

　（7）其他の流星群（Other　Swarms）

　九月下旬に下保氏はα一Andromedidを，十刀rlコ旬に佐野氏は羊座流星群（Arielid）を

見られてるる外に特記すべき流星群はなかった・

　　　　　　　　　　　　異ff流星（Unusual　met…）

　十月一「i夜十九時二十五分筆者は一異状流ム．をみとめた・光度は三等乃至四等で，

乱＝273，。δ＝＋43・。5f貼rこtL隠し，北方にすxみα・＝・271，。δ一　t　4－8・。5の脚iにて突

如進路を全く直面の方向に攣じ，東に向ひα＝275，。aJ　＝＝十tt）O。の黒占に濡滅した．速度
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は甚緩で織綴時間は二秒強であった・流星自膿が不規則な形状を有し，大氣の抵抗に

よってかく進路を攣じたものであらう．從來轡直せる流星の襯測は少くたいが，かく

直角の方向に進路を応じたものは割合に稀であると思ふ．

　　　　観測されたる大流星　（Bright　mete・r・bserved）　〔Ym　一　ilt本會長〕
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黄　道　光回報　告 （1952年ll月）

　　　　　　　　　　　　　課長　　荒　木　三見

　　　　　　　　　　　　　　　　L一一L一

　曉東天の黄道光は活動をつづけ，宥日天の黄道光は銀河をはなれ，且明るさを増’し

て來るので，一年中の書入れ時で槻測に忙しい．i封日照は東進してプレヤデスに近づ

き，下旬には槻測が多少困難になる・新進金森，沓掛，邊十三君のめざましい活動と，

槻測番號が150に近）・古豪下保，佐野爾君のふみしめ歩む確實等によって，全膿とし

ての成績は10刀につぐよろこばし〉・結果を得た．
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1．観測者及び観測数
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2・黄道光の観測日一覧表　（数字の下に一を引y・てあるのは西天の槻測）
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　5上旬曖の黄道光

　天候も刀の條件も埋想的であるから，もっと成績が上ろ筈であるが，早計共に大さ

わぎした例の獅子座流星襯測のための小棋流星課長の1旺傳よろしきにより，流星課に

してやられた形になった・これは槻相者が同時1こ二滑に仕へるためであって，今年は

先づ画けといて上げます・

　三つの大光輝遊星をバックにして，かなり幅廣い出現を見せたが，明るさは少し衰

へる傾向があり，言出はあまり見ら恥ない．太陽黒黒liのなくなった頃から少し明るく



東亜天父協會襯測部月報 111

なってみる・南方の外形が比較的明瞭で，黄道に雫行に近い・黄道光の全形は黄道よ

りやや北偏してみる・光跡がとられてるることもあるが，あまり強くはな）・・10日の

渡邊君の時刻は特に早v・ものであった．（花山急報第15號，16號，第19號，第20號）

　4・黄蓮附近の異常薄光の存在

　黄道附近の空に，永久的或は臨時的に，極めて淡）・明るい部分があることは，これ

まで外國の槻測者にも注意されてるることであるが，鋭眼で而も注意深）・坂元君は10

日と11日とに，獅子庇附近に，直径12。位のほぼまるい光の存在を認めら濡した・坂元

君’はこの種の現象を既に撒回にわたって記錐されてるる．

　5．黄道発と．共に見られる異當光帯

　佐野君は多くの揚合黄道光の中程から左か右に，斜上方に向ふ淡い光耀陸1観測され

てるる．幅は5。乃至10。で，二本も三本もあることがあり，南に多い時と北に多い時

とがある．何かわからない・他の多くの諸君に見られないのであるから，非常に淡い

存在らしい．ユ1日の曉の如きは北斗の南に蓮するものが見られてるる・．（課通信第ユ9

號）

　6・申旬西天の黄道光・

　満月をすぎた16日から宵がとられた・明瞭といふ程度でもなかったが，かなり明る

いこともあった．西天の常として頂黒占は非常に高く，離角は100。を越え，或は光帯の

美しさまで貝」られてるる・諏訪の三澤先生も1．7日宵長い黄道光を見られた・（花山急報

第17差虎，　18號，　20号虎，　21號，　課道主膳19號）

　7．22日害の出現論究・

　ぼし“同一時刻に，七氏の襯測がある・淺野君のみは黄経3600のあたりから淡いバン

ドを加へられてるるが，これは位置にめぐまれて居られるからであらう．攣化はあり

とするもの，なしとするもの，全：く匠匠である・明るさは中旬よりも強くなってみる・

（花山急報第18號，21號）

　8・月末肇濁で見られた西天の黄道光・

　田端君は雨日共，時刻をおそく親雪さオした．29Hには明瞭で大津化をみとM2られ，

且幅20。にも蓮ナる光帯を加へら2してみるが，30日Fこは不明瞭で淡く，攣牝は全くな

しとある．

　9．月末東天の黄道光・

　29日目30日とに中瀬君の御観測がある・外形明瞭で，非常に明るい・攣化も見られ

てるないし，Bandもとられてるな）・．やや低v・幅廣）・黄道光である・（花山急報21號）

　10．下保君の発度計による明るさの測定

　特に面白いのは4轟轟の消長で，明るさのri・1心線上黄経」85Qのあたりについて，4時

20分には41．0，％分にぱ39．0，30分には3；捕と明らかに配光を認めらわてるる・この

種の試みは6日暁，23日宵にも行はれてるる・（課逓信第19號）

　11．下保君の野薄朋の弐ケッチ

　4日の4時42分及び44分のスケッチによると，薄明は黄道から北の方が早くはじまつ
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てるる・黄道光融現或は消滅と關係あるらしく7素入槻測家に與へられた面白V・方面

である、勿論黄道星圖によるべきである．（課通信第19．虎）

　12．月による黄蓮発の観測

　窪田君が最も熱心で，その槻測番號も15までになってみる．18βと19日とに，月出

を利用されたもので．．離角よりも幅の値が大きく．頂｝口占はいちじるしく北偏すること．

は例によってである・ただ銀河の附近であることが痩念である．

　15．黄道兜の示す色及び光還について

　た艦灰白色と考へられるが，報告には濁ったかすかに帯黄乳白色，美青白色，董璽

色，臆≦らか青珪豊二野塾白蟹透明な拶亘聖登壷皇臣，透とぼ2たつめた）’感

じの自色，光澤ある青白色，．Kf「Kはむしろ赤色等の面白いのがある・　（花山急報第10

號，　19號，　20號，　21號）
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1快報！　南米ブラジル支部から黄道光200枚，共の他，流星や太陽燃一等の温

田報告が到着した．追って，それぞれの課で獲表する（槻測部）
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